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東広島市・マツダ株式会社・株式会社博報堂による 

生活価値創造に関する包括連携協定に基づく活動について 

 

 東広島市（市長 髙垣 廣德、以下東広島市）、マツダ株式会社（代表取締役社長兼 CEO 毛籠 

勝弘、以下マツダ）、株式会社博報堂（代表取締役社長 水島 正幸、以下博報堂）は、「生活価値

創造に関する包括連携協定」(令和 3 年 12 月締結)に基づき、研究・事業企画プラットフォーム「生

活デザイン・工学研究所」（令和 4 年 4 月設立）による東広島市福富地区における地域創生プロジ

ェクト「“里山”から“福富のみらい”を創る“みらいの里山”プロジェクト」（以下本プロジェクト）を令和

5 年 10 月よりスタートさせます。 

 

 福富地区は、水源のまちとして豊かな自然・里山があり、そして移住者も含めた多彩な人々が生

活する地域です。立地や景観がよく、豊かな食生活や自然を満喫する暮らしができる一方で、その

景観や人口規模の維持が困難になっていっているという中山間地域としての課題があります。 

 

 本プロジェクトは、これらの課題に関する住民の方々との対話から生まれました。コンセプトは「福

富の自然（自然と資源）と人（知恵や経験）の新たなカタチの共生探索を通じ、想いを持った多彩な

人々が自ら集い、これからの福富の里を創る」で、“里山チャレンジプラットフォーム”と“福富みらい

ベース”の２つから構成されます。 

 

 “里山チャレンジプラットフォーム”は、フィールドワーク拠点として、里山の再生、森を中心に学

び・遊びを通じた地域内外の交流を図る活動です。“福富みらいベース”は、生活価値創出拠点と

して、旧竹仁（たけに）小学校のファシリティを再活用し、里山の資源の新たな活用、その学び・遊

びを膨らませて現代のテクノロジーとの融合を図ります。 

 

 また、これらの活動や地域住民の方々の暮らしを支える基盤インフラとして、“福富みらいベース”

に太陽光を活用した再生可能エネルギーの発電等の設備を設置し、拠点への供給や活動に参加

する人々等の移動を支える地域交通システムへのエネルギーの供給を行います。 

 

 「生活デザイン・工学研究所」は、志に共感し福富地区の創生に共に取り組んでいただける企業

や団体の輪を拡げ、福富地区に新たな価値や事業を創り出す活動を進めます。そして、本プロジ
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ェクトを通じて、福富地区の自然の力を取り戻し、それを活用しながらモノ・コト・エネルギーを生み

出していく地域循環型のサーキュラーエコノミー実現に向けた取り組みを進めてまいります。 

 

 本プロジェクトを通じて、アクティビティを兼ねた里山再生活動で、福富の自然環境の維持・向上

と内外交流の促進を図るとともに、再生可能エネルギーや里山を活用した地域の魅力発信、デジ

タル人材育成拠点への進化など、ここに集う人や企業の様々な活動とコミュニティ形成し、若い世

代の方を中心に“住みたくなる、来たくなる福富”を目指します。 

 

 

「“里山”から“福富のみらい”を創る“みらいの里山”プロジェクト」の構造 

 

 

【プロジェクトに関するお問い合わせ先】 

東広島市 総務部政策推進監 082-420-0917 

 

【報道関係者様は以下にお問い合わせください】 

東広島市 総務部政策推進監 082-420-0917 

マツダ株式会社 メディアリレーション部(広島) 082-282-5253 

 メディアリレーション部(東京) 03-6550-9371 

株式会社博報堂 広報室 koho.mail@hakuhodo.co.jp 

 

以 上 


